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Ｔｈｅｍａｉｎａｉｍｏｆｔｈｅｂｏｏｋ,ａｓｗａｓｔｈｅａｉｍｏｆａｎｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎａｔｔｈｅlntemationalCongressof

PsycholoｇｙｈｅｌｄｉｎＢｒｕｓｓｅｌｓｉｎＪｕｌｙｌ９９２，ｉｓｔｏ“encapsulatethehistoryofpsychology

graphically"・Ｏｎｅｈｕｎｄｒｅｄｆｏｕｒｓｃｉｅｎｔｉｓｔｓｗｈｏｃｏｎtributedtopsychologyarepresentedas

perceptualportraits・Theportraitscontainmotifsthatrepresentideaｓｏｒｉｓｓｕｅｓｗｈｉｃｈｔｈｅｙ

ｄｉｓｃｕｓｓｅｄ・ＴｈｅｐｏｒｔｒａｉｔｓｉｎｖｏｌｖｅａｖａｒｉｅｔｙｏｆｖisualefYiects；ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍｍａｙｓｅｒｖｅａｓ

ｅｘａｍｐｌｅｓｏｆvisualallusions・Thisisaninterestingintroductioｎｔｏｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙ．

ン知覚における絵画の意味，1991)。また，ノヒZpa7zesg

PsｼchojogjcajResgα7℃ﾉtの特集号GestaltPerceptionll

では，故Ｇ・Kanizsaの肖像がＷａｄｅ独特のスタイルで

発表されている（Wade，1995)。さらに彼は心理学史に

も精通しており，立体視研究における２人のパイオニア

的研究者についての著書，Ｂ”z(ﾉs犯γα”Wheazsm”ＣＯ”

狐sjo〃（Wade，1983）も発表している。このように著者

は，心理学の世界で幅広く活躍する３つの顔をもった認

知科学者である。

同書の趣旨

この本の出版のきっかけとなったのは，１９９２年Ｂｒus‐

selsで開かれたIntemationalCongressofPsycholoｇｙ

での展示会であった。したがって，本の目的は展示会の

目的と同じであると言っても差し支えはなかろう。

Ｗａｄｅは，この目的を“toencapsulatethehistoryof

psychologygraphically(p,”)”と述べている。展示会

では，歴史的に心理学の分野で活躍した人物の，その研

究精神や研究活動を表わすような肖像画が５０枚展示さ

れた。

この本の中でＷａｄｅは，人物を生誕年順に並べること

により，心理学史を捉えようとしている。心理学の研究

領域は多岐にわたり，各領域の中でさまざまな理論が主

張される。Mecacci(1994)の言うように，ある領域で生

まれた理論は，その領域内でのみ妥当‘性が検証されるの

本論文は，ＮＷａｄｅ著PsychologistsinWordand

lmageを紹介するものである。同書は，１９９５年５月に

ＴｈｅＭＩＴＰｒｅｓｓ(Cambridge,ＭＡ,USAandLondon，

England)から出版された。総ページ数は２４０ページ

で，図版104枚が含まれている。以下，簡単な著者紹介

の後，同書の趣旨構成等を紹介する。

著者について

著者，NicholasWadeは，スコットランド，Dundee

大学の視覚心理学の教授である。運動残効などの視覚現

象を研究するだけでなく，視覚科学と芸術とのかかわり

を追及し，自らも作品を制作，ヨーロッパを初めとして

多くの国で展示会が開かれている。日本でも，朝日新聞

に作品が紹介され（坂根，1982)，１９８４年から１９８５年

にかけての同社主催の展示会に出品されている（坂根，

1984)。このテーマを扱った２冊の著書，Ｔﾉｶｇα汀α"d

scje"cgQf〃is〃α〃"秘sjo"ｓ(Wade,1982）とＷＳ〃αjα""‐

sio"s〆c””s”Pgγ℃gP"o〃(Wade,1990)は，いずれも

邦訳されている（ウェイド著，近藤・原口・柳田訳，ビ

ジュアル・イリュージョン芸術と心理学の融合，

1989；ウェイド著，近藤訳，ビジュアル・アリュージョ

＊日本学術振興会特別研究員

稗ＬｅｈｉｇｈＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｗａｄｅ教授と日本との関わりについて，情報を提供して下

さった北九州大学の近藤倫明先生と慶膳義塾大学の坂根巌

夫先生に感謝いたします。
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であり，異なる領域間で理論の優越を比べることは不可

能である。この心理学の多次元的側面は,psychologyと

いう言葉の中にも現われているという（Vicario,1994)。

psychologyのpsychoは，ギリシャ語のＰＳ蛾h‘ｅに由

来する。この言葉には多くの意味があるが，代表的なも

のとしては，生命実体と個人の気質という２つがあげら

れる。前者は，生命体という言わば機械を動かす原動力

であり，後者はパーソナリティや行動パターンに相当す

る。このように，語源的にみても，心理学の興味の多様

性は明らかである。Ｗａｄｅは，これを“昆虫の眼のよう

に(p､x姉)”と表現する。彼は，学問に貢献した人物を生

誕年順に列記することで，一次元に整理されない心理学

史の特徴をよく表現している。

この本に紹介されている人物は，総勢１０４名，うち，

Wundt以前の者が３９名含まれている。彼等は，知覚的

肖像画と称される特別な肖像画とともに，解説されてい

る。これは，グラフィック技術や写真技術を駆使して作

られたもので，その技法の詳細は，前述の著書，ＶＩＳ哩α／

α""sio〃pjc奴”ｓｏ／ｐｅ”gp"o刀に詳しく紹介されてい

る。

知覚的肖像画は，通常の肖像画（あるいは写真）とモ

チーフと呼ばれる別の図からなり，全体としてある視覚

効果を生む１つの作品である。つまり，２つの絵が統合

されて，１つの絵となっており，中にはモチーフの絵が

強力すぎて，肖像画がわかりにくいものもある。そのよ

うなとき読者は，どんな顔が描かれているのかを知るた

めに，本を遠ざけたり，視線を絵から外したりせねばな

らない。

モチーフとなっている絵は，その研究者の主義主張や

研究態度，つまりは心理学に対する貢献を表わす。具体

的に述べると，著書の挿絵や文章が最も多く，全モチー

フの約半数を占める。引用でない場合は，主張や研究

対象の現象，発見された効果などを，Ｗａｄｅが視覚的に

表現している。たとえば，Pavlovの紹介では，彼が犬の

条件反射に用いた装置がモチーフであり，Delboeufで

は肖像画に眼鏡がかけられ，それが同心円錯視になって

いる。また，心理学史上関連のある人物同士では，モ

チーフは共通している。たとえば，WeberとFechner

のモチーフは精神物理学関数，Wertheimer,Koffka，

K6hler,Ｌｅｗｉｎの４人は，群化の要因という具合であ

る。ここにあげた例からもわかるように，Ｗａｄｅのモ

チーフの選択は実に的確で，それが理解できたときには

思わず笑みが浮かぶほど，機転の利いたものとなってい

る。
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通常肖像画とモチーフは単純に重ね合わされているだ

けだが，統合の結果，興味深い視覚効果が生まれている

知覚的肖像画も少なくない。たとえば，Lockeのモチー

フは矩形で，知覚的肖像imiは，白っぽい半透明な矩形が

Lockeの顔を一部覆っているように見える。これは，現

象的透明視の一例で，顔と矩形の層化と，下に知覚され

る顔の全体が明らかになっていること，つまり顔のモー

ダル完結が特徴である。この透明視現象には，１つ興味

深い点がある。通常の透明視では，知覚的重なりは部

分的であり，覆って見える対象も覆われて見える対象も

重なっている以外の領域を有しているが，このLocke

の知覚的肖像画では，覆いとなっている矩形が全体とし

て顔を覆っているように知覚されるのである。また，

Titchenerでは，大きさ対比の錯視がモチーフになって

おり，肖像はまるで穴を通して部分的に見られるかのよ

うになっている。つまり，モチーフである１４個の円は

穴に知覚され，その穴の存在する面と肖像の存在する面

は，奥行き上で現象的に分岐する。しかしこの場合は，

Lockeのところで見られた透明視と異なり，Titchener

の顔は全体像が明らかではない。顔は，穴の向こう側で，

アモーダルに完結している。この肖像のアモーダル完結

は，モチーフに等間隔に並んだ線分や曲線を用いた知覚

的肖像画によく見られる。たとえば，Purkinjeの知覚的

肖像画は,一見，ただの同心円の集合にしか見えないが，

本を離して図を眺めると，同心円の下に顔があるのがわ

かる。また，モチーフとして文字が用いられている場合

も多く，その中には，肖像画が主観的面により表現され

ているものもある。ＤａｒｗｉｎやPearsonが，その例であ

る。

このような知覚的肖像画を，Ｗａｄｅは芸術の科学への

貢献の一例という。確かに，一般的な肖像画や写真より

も，この知覚的肖像画は，読者の注意と関心を集めやす

いだろう。図説心理学史は，近年他にも出版されている

が(BroZek,1994),Ｗａｄｅの本は，図が他のものと比べ

るとかなり特徴的である。

同書の構成

この本では，各研究者の解説に，２ページが割かれて

いる。見開きの左側に知覚的肖像画，右側には，絵のタ

イトルとその研究者についての文章による説明がある。

また，このタイトルも知覚的肖像画のモチーフ同様，こ

の研究者を的確に表わしている。肖像画やモチーフの出

典は，左ページの下方部分に明記されている。本文中の

括弧内の文章は，その研究者の著書からの引用で，この

出典は巻末にまとめて記載されている。
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紹介人物の選択基準としてＷａｄｅは，次の３点をあ

げている。まず，故人であること。次に，幅広く心理学

に影響を及ぼした者であること。最後に，心理学を経験

の科学たらしめることに貢献した者ということである。

序の部分では，科学史が簡単に概観されている。いわゆ

る科学ルネッサンス以前は，AristoUeの三段論法が哲

学の方法論の中心となっていた。その風潮の中，事実の

蓄積と比較から原因を探る帰納的方法を唱えたBacon

から，Ｗａｄｅは解説を始めている。ちなみに，最後に紹

介されているのは，視覚の計算理論のパイオニアとして

知られるＭａｒｒである。

同書の特筆すべき箇所

このＷａｄｅの本の特徴は，これまでに述べたように，

肖像画を用いた人物列記により心理学史の理解を図った

点と，肖像画が通常のものとかなり異なった形式をとっ

ている点にある。これより，以下の３つのことが言える

であろう。

まず，これは，心理学史研究への巧みないざないとな

りうる。知覚的肖像画にはモチーフがあるから，その研

究者のモチーフが何であるのか，なぜそれがモチーフに

されたのかを知ろうとすることで，心理学史研究への関

心が広がるであろう。特に，これから心理学史を学ぼう

とする者にとっては，うってつけのテキストである。第

２に，知覚的肖像間には，先に述べたような視覚効果が

随所に見られることから，視覚効果のカタログ的役割も

有している。Ｗａｄｅ自身は，このような効果について，

特に個別的な説明はしていない。しかしこれらの現象

は，知覚研究の分野では，現在もさまざまなアプローチ

から研究が進められているもので，理論的問題もはらん

でいる。最後に，大変ナイーブな見方をすれば，この本

は，ただ眺めているだけでも十分楽しいものと言える。

ところで，この本の中で，論議の対象になると思われ

る点は，知覚的肖像画という用語であろう。この肖像画

に，なぜ知覚的という言葉を足したのかについて，

Ｗａｄｅは明言していない。考え方によっては，あらゆる

絵画は知覚的と言えるので，この用語の使用は適当では

ないという批判もおこるかもしれない。知覚的肖像画で

４７

(ま，肖像は間接的に描かれている。ここで，彼の言う視

覚的比喰(visualallusion)の概念が，重要な意味を持つ

ことになる。Ｗａｄｅはこれを，“symbolicreference”と

定義している（Wade,1991,ｐ,ｌ)。今回の知覚的肖像画

は，視覚的比愉の一例であり，人物とモチーフ，視覚的

効果が間接的に表現されている。知覚的肖像画は，単に

その人の外見を表わすだけでなく，その個人の心理学へ

の歴的段貢献を表わし，さらに，視覚的効果までが付け

加えられている。通常の言語的比峨の解釈が読者に委ね

られているのと同じように，知覚的肖像画から引き出さ

れる情報は，それを見る人によって異なるものとなろ

う。

以上が，ＷａｄｅのPsyCﾉmjOgistsj刀Ｗｏγｄα刀。"α9℃

の特徴である。最後に，全く個人的見解ではあるが，同

書には１つ大きな問題点があると思われる。知覚的肖像

画は，一種のオップアートなのである。したがって，長

時間見つめていると目が回り，気分が悪くなってしまう

こともある。
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